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中
介
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兵
術
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先
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門
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甚
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船
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二
式
年
よ
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神
大
申
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山
桝
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六
午
坤
十
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ま
で

に
堀
終
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非
後
元
純
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中
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至
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草
野
玄
暇
既
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伐
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串
山
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粧
立
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八
鎚
ケ
帖
､
紬
打
谷
､
ゆ
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の
川
内
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む
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か
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､
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野
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エ
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串

村
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針
永
山
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外
下
燕
の
方
所
々
へ
鵬

企
の
す
ろ
布
之
供
牧
村
的
非
太
郎
例
に
伐
て
訳
に
桝
之
､
奉
行
長
非

緒
拭
､
余
山
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附
捕
日
射
桁
門
八
な
り
｡
筑
後
裳
保
十
五
年
に
鼓
リ

大
聖

二
町
分
鋪
石
谷
よ
り
余
の
す
る
石
出
る
O
慣
柑
柿
具

申
水
物
有

柑
門
此
す
る
石
和
放
て
評
光
排
へ
差
出
す
0
位
之
吉
川
作
之
丞
日
附

と
な
り
封
の
揚
併
試
珊
す
と
豆
へ
ど
も
柿
別
の
伯
叔
も
な
-
触
僻
舶

止
な
り
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天
肌
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口年
六
月

暇
日

銀
山
方
に
付
繋
川
武
太
柑
門
中
山

傾
細
井
に
此
方
よ
り
桐
谷
供
機
先
記
乏
血

鼓
廿
日
御
耗
牌
州
に
長
崎
町
年
寄
久
絵
土
岐
太
郎
州
且

(
欄
太
漆

芸
一

閃
五
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桁
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河
淡
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候
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不
快
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仰
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州
内
も
拭
け
ば
武
耕
約

円

へ
･小
社
候
様
槻
仰
供
出
に

耐
私
方

(
州
月

(
申
附
俄
は
榊
似
内

へ

金
山
私
即
試
抑
申
庇
帳
御
巡
上
等
之
儀
御
鉛
と
州
械
慨
株
如
何
租
共

榊
和
談
可
什
且
叉
銀
山
和
之
帳

へ
ば
山
林
光
悦
付
寅
何
榊
抑
不
柵
迎

傾
段
錐
両
次
伸
悩
在
俄
柑
北
ハ封
入
州
の
新
鮮
は
他
餌
よ
り
桁

姓
州
代

可
申
劫
叉
村
方
緋
武
不
利
成
偵
株

随

分
順
手
祁
成
倣
椛
吋
仕
勿
論

前

方
試
抑
神
城
候
火
山
爺
軸
之
弗
用
と
引
舟
不
申
燐
にこ
付
和
神

苑
紀
伐

公
洩
御
述
-
御
雌
鱗
に
付
今
吏

如何
に
可
槻
m
仙
〟=
横
付
共
前
方
之
場

肝
は
火
打
山
に
何
日
ハ今
桝
故
中
皮
劫
肝
は
鳥
加
山
と
申
肝
に
て
場
仰

法
に
て
恢

(
ば
‖
ハ今
小
立
伐
仰
茂
可
淀
と
小
燐
廿
私
申
餓
ほ
滋
か
山

と
申
肝
火
中
村
之
内
に
は
侠
柑
北
ハ取
替
俄

儀は
州
伐
開
鏑
と
挟
拶
壮

快
鹿
土
岐
太
郎
申
燐
鑑

別
ガ
之
山
風
は
不
案
内
に
両
銀
山
土
市
加
…相

と
不
利
分
供
と
相
和
憐
今
般
位
波
よ

り
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下
り
中
背

に
て
供
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て

功
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政
見
ぜ
憐
和
げ
何
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曲
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に
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由
り
朋
と
小
儀
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手
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鵬
風
通
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候
潜
に
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に
ょ
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候
柑
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射
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刑
務
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迫
に
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兆
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御
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岐
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郎
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燐
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什
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燐
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仰
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右
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燐
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廿
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召
に
両
枚
方
孜
仰

付
何

ぞ
指
炎
之
機
知
之
fi.=I
放
吟
煉
申
i
i恨
株
御
番
付

以
御
速
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糾
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仏
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村
々
苑
寛
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追
試
州
之
帥
不
物
立
始
終

7
々
桝
谷
詰
み
以
中
上

候
彪如
…余
儀
鮎

御
叩
桝
衣
之
長
崎
榊
奉

行
桝
に
柑
久
北
升
筏
や
統
御
家
氷
津
円
三
十

郎
ガ

へ
北
盛

雄
申
糊
柑
及
絹
衣
燐
伐
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仁
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治
維
新
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事
村
附
近
に
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業
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む
も

の
殆
ん
r'U
無
b
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が
明
治
三
十
六
年
十
二
月
梯
井
四
郎

外
玉
名
に
よ
り
大
串
金
山
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元
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六
五
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雛
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現
探

査
第
三
五
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瓶
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許
可
せ
ら
れ
同
年
中
島
の
酉
溢
岸
に

砂
翠

〓

一報
鋸
儀
設
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さ
れ
た
-
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足
れ
を
似
て
現
行

法
に
よ
る
鉱
業
の
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の
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矢
ど
す
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日
解
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後
の
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姉
界
の
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村
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す
る
-
の
十
槽
に
散
る
の
川場
泥
を
量
し
た
-
L
が
明

治
E
i
F
十
三
年
よ
-
大
草
光
年
に
瓦
-
帥
代
閤
太
郎
に
勤

し
許
可
さ
れ
し
砂
髄
瞳
の
み

に
て
も
十
二
免
償
を
算
せ

わ
｡
大
串
貌
山
も
亦
明
治
四
十
三
年
の
侠
よ
-
稼
行
せ

ら
れ
先
山
六
人
､
後
山
六
人
､
支
杜
夫

一
人
､
雅
夫
二

り中
ア
ガ
リ

人
計
十
五
人
に
て
沸

上

斜

坑
を
問
罪
し
坑
道
は
五
六
の

加
背
ビ
な
し
延
長
五
十
間
に
及
び
末
口
二
尺
乃
至

二
尺

毎
に

一
組
の
鳥
居
留
ま
桂
を
作
し
迫
束
は
贋
坑
だ
連
絡

せ
し
め
て

7
分
時
二
千
立
方
尺
を
選
り
排
水
は
竹
製
ポ

ン
プ
に
て
排
出
せ
り
｡
期
し
て
採
掘
せ
る
錬
石
は
容
量

約
五
十
斤
の
有

製
負
醗
に
で
坑
外
に
運
搬
し
週
報
夫
二

人
逮
焼
失

一
人
を
使
用
し
て
上
下
二
種
に
分
ち
是
を
本

此
餓
製
臼
四
姦
､
杵
十
六
挺
鹿
ち
の
水
軍
を
邦
ひ

一
書

夜
叉
は
二
審
夜
に
し
て
水
飲
食
ビ
し
て
其
錬
梓
は
混
未

椿
に
掛
け
第
二
東
金
を
な
せ
り
｡
次
で
略
同

一
の
計
富

に
て
大
正
二
年
史
に
二
十
間
の
坑
迫
を
延
長
せ
-
0

大
正
五
年
に
至
り
大
事
鉱
山
は
蔵
内
保
盾
の
有
ど
な

り
L
が
同
年
丸
岡
忠
治
外
二
名
は
大
串
鶴
山
の
北
方
に

除
接
し
て
中
島
館
山
を
経
僚
せ
り
｡
大
事
銀
山
に
で
は

沸
上
坑
を
仰
傭
階
段
堀
に
て
探
堀
す
る
だ
共
に
新
に
大

肥

前

大
串

の

抄

企

ノ
草

坑
を
聞
取
耽し
延
長
三
百
m
に
及
べ
-
o
蔵
内
次
郎

作

氏

が
白
金
が
産
出
す
ビ
捕
し
て
大
い
に
世
上
に
貰
倖

せ
る
も
此
間
の
こ
と
に
属
す
0

榊
代
的
太
郎
の
所
有
せ
る
砂
金
鎚
匡
中

1
二
の
も
の

(
砂
登
七
魂
及
び
十
三
故
)は
其
後
瓜
珪
春
雄
外
二
名
の

所
有
ビ
L･B
b
た
る
が
残
徐
の
大
部
分
は
大
串
金
山
食
費

食
酢
'
塞
栓
男
太
郎
等
数
次
砂
僻
業
構
者
の
担
定
を
な

し
大
正
十
四
年
税
砂
鋭
米
機
者
小
野
田
政
太
郎
外
六
名

の
手
に
移
れ
･り
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骨

砂
全
の
存
在
状
態

大
梅
村
地
方
の
地
貿
及
び
金
騎
虎
に
北
で
は
地
撃
雑

誌
第
三
十
八
年
姉
四
官
四
十
九
舵
及
び
第
四
官
五
十
魂

に
木
下
氏
の
記
事
あ
る
を
以
て
是
を
牽
せ
ず
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露
に
は

即
ち
大
串
村
附
近
各
地
に
於
け
る
砂
金
の
布
衣
状
態
並

び
に
晶
位
等
に
就
き
て
略
述
す

べ
し
｡

大
串
地
方
の
砂
金
僻
床
は
既
に
木
下
氏
に
よ
り
て
記

威
さ
れ
た
る
が
如
-
陸
地
騎
虎
即
ち
洪
積
暦
に
屠
す
る

も
の
1̂,
溢
底
錬
成
即
ち
現
世
に
屈
す
る
も
秒
亡
に
二
大

別
す
る
こ
ど
な
程
ベ
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陸
地
鋭
床
中
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も

多
量
の
砂
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を
含
め
る
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入
鶴
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よ
り
『
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ヮ
ン

ガ

崎
』
に
至
る

一
膳
の
地
に
し
て
八
鶴
崎

に
て
は
基
底
に
雲
母
片
岩
露
川
せ
h
lO
此
結
晶
片
岩
を

不
重
合
に
塵
覆
せ
る
第
三
紀
の
砂
岩
あ
-
｡
こ
の
第
三

紀
層
暫
定
ら
に
被
箆
す
る
洪
相
原
の
磯
原
あ
-
O
置
荏

二
三
寸
よ
り
七
八
寸
に
及
ぶ
白
色
石
英
質
の
磯
だ
其
問

を
満
す
砂

.fJ
よ
-
成
-
厚
さ
四
十
尺
に
達
せ
-
｡
而
し

て
磯
に
富
め
る
部
今

,J
砂

に
富
め
る
部
分
ビ
は
宜
に
層

状
を
毒
せ
る
が
こ
の
白
色
柾
石
に
富
め
る
部
分
に
は
必

ず
砂
金
を
件
ひ
自
推
石
を
含
ま
ざ
る
部
分
に
て
は
合
金

比
較
的
少
-
両
者
の
問
に
は
離
る
ぺ
か
ら
ざ
る
関
係
あ

る
も
の
～
如
し
｡

石
の
白
砕
石
は
窯
業
芳
田
に
利
用
し
得

べ
き
が
陸
地

錬
成
に
て
は
地
表
約

1
尺
玉
寸
以
下
は
各
部
白
椛
石
を

食
み
其
蕊
は
金
砂
犀
の
約
年
畳
鍋
に
達
せ
-
｡
而
し
て

網
代
牛
島
の
東
部
及
南
部
の

一
部
を
除
-
以
外

は
全
部

前
記
の
埋
蔵
量
を
有
せ

ril
.

本
砂
慮
中
に
存
す
る
砂
金
は
大
抵
衷
衝
の
膳
漉
せ
る

不
規
則
な
る
粒
状
を
な
し
多
少
房
平
な
る
を
常
,,J
せ
-

大
さ
は
種
々
様
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な
る
-
密
漁
は
粟
粒
よ
-
料
小
さ
-

細
か
き
･も
の
に
あ
トリ
で
は
紛
帖肌
Jg
だ･bせ
-
ノ0
濃
等
の
砂

金
は
洪
積
層
中
に

一
様
に
分
布
す
る
も
の
に
非
や
し
て

下
方
に
至
る
に
従
ひ
合
有
多
き
が
如
き
傾
向
を
有
せ
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が
木
下
氏
に
よ
れ
ば
八
鶴
崎
北
端
に
近
き
断
鹿
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下
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よ
り
採
集
せ
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標
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に
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流
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方
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た
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下
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ざ
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不
せ
わ
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含

む
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な
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よ
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南
方
八
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配
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至
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衝
坑
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的
を
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っ
て
啓
坑
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逐
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掘
せ
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数

個
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各
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貫
通
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何
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含
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床
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ひ
て
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産
す
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疑
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あ
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E
に
し
て
瓜
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健
膏
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よ

れ
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ふ
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右
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砂
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含
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帥
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高
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し
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に
仰街
就
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-
-
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榊憾
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-
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介
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缶
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轟
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も
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七
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所

､

音

溝
分
轟

の

も

の

十
五
ヶ
所
､
十
甫
分
基
の
も
の
六
ヶ
所
に
て
平
均
宵
課

分
の
七
三
弧
な
り
｡
触
れ
で
も
分
析
の
結
英
は
試
料
採

集
の
方
法
の
如
何
に
披
り
て
甚
し
-
興
る
朗
な
り
｡
即

ち
大
晦
地
方
の
海
底
の
砂
金
鋸
床
の
如
-
多
選
の
大
t･･b

る
機
を
含
み
塵
は
普
通
の
方
法
に
で
は
試
杵
だ
し
て
採

集
せ
ら
れ
ざ
る
を
以
っ
て
斯
の
如
き
注
意
を
緋
は
ず
し

て
掠
集
さ
れ
た
る
試
料
に
て
は
約
二
倍
に
分
析
せ
ら
れ

た
る
結
果
が
良
好
に
表
は
る
､
こ
}J
あ
る
べ
し
｡
賓
際

右
に
述

べ
た
る
が
如
き
鮎
を
注
意
し
且
っ
砂
磯
原
の
表

面
よ
ゎ
約

一
八
の
間
を
軍
均
し
た
る
も
の
を
.fJ
-
化
る
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北

川
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結
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八
龍
崎
以
北
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海
底
に
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砂
金
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含
有
比
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少
な

-
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ン
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ー
島
東
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の
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打
際
よ
り
約
二
間
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水
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個
所

に
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殊
盛
せ
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試
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に
て
は
各
々
金
銀
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含

ま
や
｡
八
木
原
の
南
方
､
玄
武
岩
の
岬
を
な
す
部
分
に

で
は
海
底
は
泥
土
に
玄
武
岩
の
磯
を
混
じ
た
る
も
の
よ

-
t･Jbれ
る
が
分
析
の
結
果
は
金
銀
北
ハに
痕
跡
を
含
む
に

過
ぎ
ず
.
此
の
地
方

1
敏
に
海
岸
よ
-
十
五
六
間
の
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に
は
源
底
の
況
な
る
ビ
砂
な
る
だ
に
関
せ
せ
常
に
碇
種

二
三
寸
以
上
の
磯
の
堆
積
せ
る
を
詔
む
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蓮
は
少
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ど
も

一
部
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儀
時
よ
り
異
珠
養
殖
の
光
跡
に
人
為
的
に

投
入
し
た
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の
な
る
べ
し
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人
鶴
崎
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砂
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な
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島
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海
岸
L･i
り
.
勘
平
島
の
西
岸
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岩
及
び
石
英
の
磯
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し
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党
ら
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然

し
て
砂
金
の
分
布
す
る
罷
域
は
既
に
述

べ
た
る
が

如
-
垂
裾
的
に
は
砂
磯
原
の
表
面
よ
-

一
尺
の
範
囲
に

し
て
水
車
的
に
は
海
岸
に
近
き
部
分
の
.み
な
る
を
以
っ

て
砂
金
布
衣
の
水
平
的
面
積
を
五
十
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印
ビ
し
重
商
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範
囲
を

一
尺
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し
既
述
の
平
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十
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四
十
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鬼
瓦
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し
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七
十
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な
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五
〇
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十
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砂
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す
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る
結
英
は
附

近
海
底
に
養
殖
せ
る

選
球
貝
に
匿
接
の
.被
害
を
射
ふ
ペ

-
滑
こ
の
馬
に
蕉
す
る
濁
水
基
他
は
他
の
魚
敗
の
樟
苑

に
も
大
な
る
影
響
を
典

ふ
る
こ
ビ
明
か
な
ら
｡

而
し
て
本
焼
戊
附
社
に
於
て
行
は
る
ゝ
漁
業
は
周
年

に
瓦

-
蓑
に
従
事
す
る
も
の
大
串
肘
の
み
に
で
も
三
百

人
を
超
え
年
度
箱
三
蔵
園
に
連
す
る
を
以
っ
て
砂
金
採

取
の
た
め
漁
業

に
其
影
響
を
及
ぼ

さ
ざ
る
横
充
分
の
狂

意
を
要
す

べ.J
｡

地
中
海
式
筑
鱗
に
親
て
蚤
畢
雨
多
き
理
由

(大
阪

三
･.9
番
胡
質

娩
)

地
中
縦
式
窺
恨
鼎
と
い
ふ
の
は
畷
柵
で
大
隈
の
田
仲
に
耽
す
る
地
域

の
気
燐
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
｡
南
北
回
蹄
加
…汎
神
の
北
で
卓
越
西
風
の

ふ
-
仰
で
あ
る
が
､
北
中
城
で
は
淀
大
隈
が
北
に
終
る
の
で
'
=
の
地

中
指
で
は
回
輝
dIE
…風
砕
に
あ
る
か
ら
桐
が
ふ
ら
ぬ
o
銑

し
溝
鼠
は
き
つ

い
T
放
る
に
冬
に
な
る
と
太
陽
が
絹
に
移
っ
て
.
北
牛
球
の

地
中
晦
で

は
四

卓
越
汎
称
に
な
る
の
で
'
四
方
の
大
洋
上
祖
ふ
-
凪
が
出
て
xYJて

雨
か
ふ
ら
す
=
と
に
な
る
O
北
中
波
の
淀
川
何
年
球
の
冬
で
あ
る
か
ら

北
ハ岬
は
耐
阿
の
西
洋
に
仝
iJ
-
両
が
ふ
る
わ
け
で
す
D
箪
す
る
に
太
陽

の
終
伽
に
伴
ふ
て
暇
将
の
t雨
粒
は
､
窺
鋭
上
に
冬
と
1.笈
と
め
典
が
地
i
)

ま
す
O
冬
季
に
限
つ
Y
雨
の
多

い
の
は
北
ハ時
期
に
田
汎
中

越柵
に
入
る

め.
-
で
す
o
(越
川
)


